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１ 授業の様子

授業者が、事前に「授業で見てほしい

視点」を明確にします。今回は、①、⑤、

⑧、⑰、⑱、○24の 6 つにポイントが絞ら

れました。授業を参観する先生は、この

視点を中心に「授業分析 25 の視点」を

チョックしていきます。

学校訪問資料や校内研修資料に「授業分析２５の視点」を入れ、活用している学校が

増えてきました。

ここでは「授業分析２５の視点」を使って、校内研修で、授業研究の活性化を図った

Ｃ小学校の例を紹介します。



２ 研究会

「授業分析２５の視点」の活用メリット

[作成の思い]

（１）新学習指導要領が求めるポイントや県の施策等を

押さえられるようにしたい。

（２）参加者全員が、共通の視点（物差し）をもつこと

で、研究協議を活性化させるようにしたい。

（３）授業者や参観者の意識が高まり、授業力向上につ

ながるようにしたい。

[メリット]

＜参観者＞

・授業を参観する時に、共通の視点で分析できる。

・「授業のフローシート」を活用することで、さらに授

業の流れを明確に捉えることができる。

＜授業者＞

・学習指導案作成時の客観的指標になる。

・多くの参観者の評価が形として残るので、客観的なデ

ータとして、授業等を振り返ることができる。

＜研究会＞

・参加者全員が、共通の視点（物差し）をもつことで、

研究協議の方向性が明確になり、活性化する。

等

司会者が「授業分析２５の視点」６つ

のポイントを中心に進め、研究会が進

みました。


